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 本研究のねらいは東アジアにおいて教育を通じた近代化の過程について、「連続／断絶」

を軸にその具体的な様相を検証することである。研究対象として、1900 年代から 20 年代

にかけての山東省の青島を取り上げることとする。なぜならドイツという外国人による統

治権力によって膠州湾租借地として形成され、日本の占領を経てその行政権を北京政府が

接収した都市の一つだからである。そのため「連続／断絶」の具体相を学校教育を通して

検証することに適していると考えられる。一方で 20 世紀初頭はドイツ･日本という列国の

教育制度の展開だけでなく、清末民初にかけて近代教育政策が具体的に進められた時期で

もある。  

 膠州湾租借地の行政権が北京政府へ還附されるまでの時期は、ドイツと日本の占領期間

が合わせて 25 年という短期間であったのも関わらず、山東省青島地区に住む人たちの生活

に大きな断絶を生み出した。この断絶はその後の近代青島社会の形成に大きな痕跡を残し、

青島社会の特色を生み出すこととなった。本研究では教育の近代化の形成という視点から、

多様な統治権力が交錯した地域における変化の特色を見る。その変化の特色の指標として、

学校教員を取り上げる。  

 本研究で教員に注目する理由は、教員の思想や文化ではなく、教員人事を通して学校間

を移動する点に注目し、学校間関係の指標にするためである。青島には各時代ごとにドイ

ツ、日本そして現地の教員が様々なネットワークを通じて集まった。そうしたネットワー

クが多様な学校間のつながり（リンク）となり、青島の学校を通して社会を形成する。こ

のネットワークは学校間において「採用・在職・転職」という異動パターンをリンクとす

るネットワークである。こうしたリンクの集合体を、本研究では「教員ネットワーク」と

呼ぶことにする。この教員ネットワークとリンクの形成過程を分析することで、青島を含

む東アジアの諸地域、すなわち日本や朝鮮、満洲などといった帝国日本全体の教員ネット

ワーク構造と、一方で中国大陸における教育の近代化に伴う教員ネットワークの構造を解

明できよう。この構造を検証することは単に過去の物語として描くだけでなく、今日の東

アジア地域社会のリンクと教員ネットワークを知る上でも重要な一つの例となるだろう。 
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 本研究で第一部と第二部の検討を経て検討した結果を以下にまとめたい。本論では「現

地人教育」と「日本人教育」という二つの学校体系を軸に、政治的断絶と学校制度の継承

を論じることから本研究を始めた。 

 そして「連続／断絶」を軸に分析を進め、山東還附に伴う教員ネットワークの再編を検

討してきた。その結果、教員ネットワークの構造は統治権力の変更に伴い大きく変容した

が、同時に多くの連続性を確認した。例えば第一部で見たように、公立現地人学校を統一

的に規定する法令は「青島守備軍公学堂規則」から「膠澳商埠各校暫行改良辦法」へと継

承された。また修業年限に着目すると、5 年制は蒙養学堂から公学堂、公立初級両級小学

校へと踏襲され続けた。しかし単純に踏襲されるだけでなく、第四章で見たように公学堂

から初級両級小学校へと継承される際、修業年限が壬戌学制へと適応させられつつ修業年

限 5 年制も残存していた。すなわちそれぞれの統治権力が持ち込んだ教育の近代化がいわ

ばまだら模様を描いていたと言えよう。このことから、膠澳商埠督辨公署を通じて北京政

府の教育の近代化へ回収しようとする力学が働いていたことが見える。さらに学校系統の

形成過程に注目すると、ドイツ統治時代では官吏を養成する高等教育に重点を置き、国民

形成としての初等教育には力点を置かなかったが、日本統治時代になるとむしろ初等教育

の充実を図ろうとし、北京政府時代でも基本的にこの路線を踏襲した。一方で日本統治時

代には軍が関与した私学が設立され、北京政府時代では地域エリートによる私学が勃興し、

中等高等教育の体系化を進めていった。特に北京政府時代では初等教育は膠澳商埠督辨公

署の設立となり、中等高等教育を私学が担うという役割分担が見られた。ここには学校間

接続を完成させようとする地域エリートの強い意志が垣間見える。また「現地人教育」と

「日本人教育」のそれぞれの学校体系は日本統治時代に「兼務」教員によって接点を持っ

た時期があったが、結局はドイツ統治時代から北京政府時代に至るまで教員ネットワーク

は別個に形成され、この二つの学校体系は交わることなく平行して存在し続けた。 

 以上のように、本研究では「連続／断絶」を軸に、青島という一都市において、膠州領

総督府（ドイツ）青島守備軍（日本）膠澳商埠督辨公署（北京政府）と連なる多様な統治

権力が持ち込んだ教育の近代化が折り重なっていき、重層化する姿を描いた。すなわち、

近代国家の出先機関が持ち込んだ「近代」は単純に「連続／断絶」のどちらかの極に寄る

のではなく、その双方の極の間で摩擦を生じつつもどう受容するか、一都市が模索する過

程を示したのである。いわば膠州湾という地図上に、統治権力ごとにそれぞれの近代化と

いう色を塗り重ねた結果、それぞれの色が重なり合って複雑な色彩を帯びることとなった

のである。つまり一都市に複数の「近代」が同時並行的に存在するという重層構造を解明

したのである。 


